恒川武敏先生と京都市民生行政 by 森田, 久男
恒
川
武
敏
先
生
と
京
都
市
民
生
行
政
森
田
久
男
(佛
教
大
学
社
会
学
部
教
授
)
一
、
は
じ
め
に
恒
川
武
敏
先
生
が
各
界
各
層
の
方
々
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
急
逝
さ
れ
て
か
ら
、
早
く
も
七
年
有
余
の
歳
月
が
流
れ
た
。
先
生
が
昭
和
十
四
年
大
正
大
学
を
卒
業
さ
れ
て
か
ら
の
ご
活
躍
の
場
は
、
浄
土
宗
門
の
宗
務
関
係
、
平
安
養
育
院
々
長
と
し
て
の
社
会
福
祉
実
践
、
京
都
市
の
民
生
行
政
、
最
後
に
は
佛
教
大
学
で
の
社
会
福
祉
の
研
究
・
教
育
と
、
幅
広
く
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
中
で
も
心
身
共
に
充
実
し
た
壮
年
時
代
を
過
さ
れ
た
市
民
生
局
で
の
二
十
年
間
は
、
そ
の
年
数
が
長
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
い
ち
早
く
戦
後
の
新
ら
し
い
社
会
福
祉
制
度
に
精
通
さ
れ
、
そ
の
諸
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
、
激
動
期
の
民
生
行
政
の
中
枢
的
な
ポ
ス
ト
に
あ
っ
て
、
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
た
。
ま
た
今
日
に
お
い
て
も
多
く
の
部
下
後
輩
の
治
躍
等
を
通
じ
て
、
京
都
市
の
民
生
行
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
ら
れ
る
と
い
う
面
か
ら
み
て
も
、
極
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
。
私
は
敗
戦
直
後
か
ら
三
十
余
年
を
京
都
市
職
員
と
し
て
過
ご
し
、
退
職
後
本
学
の
須
賀
賢
道
先
生
な
ど
と
同
じ
く
、
恒
川
先
生
の
こ
推
輓
に
よ
っ
て
佛
教
大
学
に
お
世
話
に
な
っ
た
者
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
間
京
都
市
在
職
中
は
い
う
に
及
ぼ
ず
、
本
学
に
お
い
て
も
先
生
か
ら
数
々
の
ご
懇
篤
な
ご
指
導
を
頂
い
た
。
宗
教
人
と
し
て
の
恒
川
先
生
や
、
佛
教
大
学
に
お
け
る
ご
業
績
に
つ
い
て
は
、
先
生
と
ご
縁
の
深
か
っ
た
多
く
の
方
々
が
、
す
で
に
「佛
教
福
祉
第
八
号
特
輯
恒
川
武
敏
先
生
追
悼
」
や
、
「佛
教
と
社
会
福
一146一
祉
ー
恒
川
武
敏
先
生
追
悼
論
文
集
」
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
先
生
が
京
都
市
役
所
に
就
職
さ
れ
た
い
き
さ
つ
や
、
民
生
安
定
所
(後
福
祉
事
務
所
)
発
足
早
々
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
先
生
の
佛
教
専
門
学
校
・
大
正
大
学
を
通
じ
て
の
先
輩
で
あ
り
、
先
生
の
市
役
所
入
り
を
お
世
話
さ
れ
た
当
時
の
民
生
局
庶
務
課
長
、
現
京
都
文
教
女
子
短
期
大
学
々
長
大
橋
俊
有
先
生
が
、
前
記
論
文
集
中
に
詳
し
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
終
戦
早
々
の
こ
ろ
、
私
は
占
領
軍
と
の
渉
外
折
衝
や
、
京
都
市
の
総
合
企
画
を
担
当
す
る
部
局
に
い
て
、
直
接
両
先
生
か
ら
ご
指
導
を
頂
く
立
場
に
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
戦
後
の
社
会
の
急
激
な
民
主
化
の
嵐
の
中
で
、
京
都
市
職
員
組
合
の
結
成
の
動
き
な
ど
に
関
わ
っ
た
関
係
で
、
大
橋
先
生
そ
の
他
当
時
の
民
生
局
幹
部
の
方
々
に
は
、
早
く
か
ら
知
遇
を
頂
い
て
い
た
。
恒
川
先
生
よ
り
私
は
十
歳
近
く
後
輩
で
あ
る
が
、
同
じ
時
代
を
同
じ
庁
舎
の
中
で
過
し
た
こ
と
に
な
る
。
先
生
の
各
方
面
の
こ
事
蹟
の
う
ち
、
私
が
最
も
親
近
感
を
も
つ
の
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
先
生
の
京
都
市
政
に
お
け
る
ご
活
躍
に
つ
い
て
で
あ
る
。
以
下
先
生
の
行
政
面
に
お
け
る
ご
業
績
と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
の
一
端
を
述
べ
て
、
先
生
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
し
た
い
。
二
、
浄
土
宗
門
と
京
都
市
政
佛
教
専
門
学
校
の
昔
か
ら
今
日
の
佛
教
大
学
に
至
る
ま
で
、
浄
土
宗
門
と
京
都
市
政
、
と
く
に
そ
の
民
生
行
政
と
の
密
接
な
関
係
は
、
京
都
市
の
社
会
事
業
や
戦
後
の
社
会
福
祉
に
多
少
と
も
関
わ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
関
心
を
持
つ
者
に
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
両
者
の
つ
な
が
り
の
最
大
の
み
な
も
と
は
、
戦
前
の
京
都
市
の
社
会
事
業
の
文
字
通
り
の
開
拓
者
で
あ
り
、
推
進
者
で
あ
っ
た
当
時
の
市
社
会
課
長
、
の
ち
に
社
会
部
長
の
漆
葉
見
龍
氏
の
存
在
に
あ
る
こ
と
も
、
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
恒
川
先
生
も
ま
た
浄
土
宗
門
人
と
し
て
、
そ
の
系
譜
に
連
な
る
お
一
人
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
私
が
漆
葉
氏
に
ご
面
識
を
得
た
の
は
、
昭
和
四
十
五
年
七
十
一
歳
で
世
を
去
ら
れ
る
数
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
氏
は
下
京
区
万
寿
寺
通
西
洞
院
東
の
浄
土
宗
寺
院
大
泉
寺
の
ご
住
職
を
し
て
お
ら
れ
、
同
時
に
浄
土
宗
立
の
児
童
養
護
施
設
で
あ
る
平
安
養
育
院
の
院
長
を
務
め
て
お
ら
れ
た
。
ま
た
氏
は
戦
後
永
ら
く
下
京
区
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
や
、
区
民
文
化
懇
話
会
の
会
長
と
い
う
、
区
政
に
大
変
関
係
の
深
い
公
職
に
就
い
て
お
ら
れ
た
の
で
、
一147一
当
時
た
ま
た
ま
下
京
区
長
の
職
に
あ
っ
た
私
は
、
職
務
の
上
で
何
か
と
ご
指
導
を
頂
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
今
か
ら
思
え
ば
、
草
創
期
の
京
都
市
社
会
課
の
事
清
や
、
当
時
の
京
都
市
の
社
会
事
業
に
つ
い
て
、
詳
し
く
伺
っ
て
お
く
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
内
に
と
思
っ
て
い
る
間
に
、
突
然
の
ご
逝
去
で
不
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
返
す
が
え
す
も
残
念
で
あ
っ
た
。
漆
葉
氏
は
大
正
八
年
佛
教
専
門
学
校
を
ご
卒
業
後
、
京
都
大
学
文
学
部
に
進
み
社
会
学
を
専
攻
さ
れ
、
大
学
卒
業
後
大
正
十
三
年
京
都
市
社
会
課
に
入
り
、
昭
和
十
七
年
三
月
、
左
翼
活
動
の
疑
に
よ
り
、
ご
本
人
の
意
に
反
し
て
市
を
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
寝
食
を
忘
れ
て
京
都
市
社
会
事
業
の
基
礎
造
り
と
、
そ
の
発
展
に
尽
さ
れ
た
。
ま
た
行
政
面
で
大
き
な
業
績
を
残
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
優
秀
な
部
下
後
継
者
を
育
成
さ
れ
た
。
そ
の
大
部
分
は
後
日
戦
後
の
京
都
市
政
の
重
要
ポ
ス
ト
を
占
め
、
戦
前
社
会
課
で
培
わ
れ
た
新
し
い
知
識
や
理
念
に
基
い
て
市
政
を
推
進
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
同
氏
の
京
都
市
政
に
対
す
る
影
響
と
貢
献
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
大
橋
俊
有
学
長
も
漆
葉
氏
の
薫
陶
を
受
け
ら
れ
た
一
人
で
あ
り
、
交
通
局
長
・
教
育
長
等
を
歴
任
さ
れ
た
が
、
他
に
も
上
京
区
長
等
を
さ
れ
退
職
後
京
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
を
長
期
間
勤
め
ら
れ
た
岸
田
亨
氏
や
、
故
松
嶋
吉
之
助
(元
助
役
)、
故
前
沢
平
郎
(
元
職
員
局
長
・
交
通
局
長
)、
故
中
川
忠
次
(元
民
生
局
長
)
各
氏
な
ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
戦
後
の
京
都
市
政
は
、
戦
前
の
社
会
課
出
身
者
が
牛
耳
っ
て
い
る
、
と
よ
く
い
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
強
ち
見
当
違
い
で
は
な
か
っ
た
。
市
政
以
外
で
は
、
佛
教
専
門
学
校
に
お
け
る
漆
葉
氏
の
二
年
後
輩
で
、
後
に
佛
教
大
学
社
会
学
部
創
設
の
際
の
初
代
社
会
学
部
長
故
秦
隆
真
先
生
が
、
大
正
十
四
年
か
ら
翌
年
ま
で
京
都
市
社
会
課
職
業
紹
介
所
臨
時
雇
と
し
て
、
ま
た
昭
和
十
一
年
か
ら
二
年
間
、
同
じ
く
社
会
課
嘱
託
と
し
て
隣
保
館
業
務
等
の
社
会
事
業
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
、
ま
た
戦
後
労
働
運
動
の
再
建
に
努
め
ら
れ
、
の
ち
京
都
府
労
働
部
長
や
京
都
府
議
会
議
員
等
を
務
め
ら
れ
た
井
家
上
専
氏
も
、
漆
葉
氏
の
下
で
戦
前
社
会
事
業
に
従
事
さ
れ
た
一
人
で
あ
る
。
漆
葉
氏
が
特
高
警
察
か
ら
、
左
翼
思
想
・
活
動
の
疑
を
か
け
ら
れ
、
部
下
の
石
田
良
三
郎
氏
、
井
家
上
専
氏
ら
と
と
も
に
不
本
意
に
も
京
都
市
役
所
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
日
本
が
敗
戦
に
傾
き
か
け
た
昭
和
十
七
年
三
月
の
こ
と
.・
で
あ
っ
た
。
疑
の
原
因
の
一
つ
は
、
同
氏
が
保
護
司
と
し
て
面
倒
を
み
ら
れ
た
左
翼
運
動
経
歴
者
の
市
役
所
就
職
を
世
話
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
社
会
課
の
空
気
が
進
歩
的
で
、
社
会
事
業
に
関
す
る
外
国
文
献
の
翻
訳
を
次
か
ら
次
へ
と
部
下
に
命
じ
、
そ
の
最
新
知
識
を
市
政
に
活
か
し
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
関
係
者
が
ひ
と
し
く
語
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
社
会
主
義
思
想
等
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
察
せ
ら
れ
る
が
、
特
高
が
危
険
視
す
る
よ
う
な
過
激
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
し
て
実
践
的
な
左
翼
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
よ
う
な
事
実
は
全
く
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
部
下
で
共
に
市
役
所
を
退
職
し
、
後
市
政
に
復
帰
し
て
福
利
課
長
、
労
働
課
長
、
中
京
区
長
等
を
歴
任
さ
れ
た
石
田
良
三
郎
氏
が
雑
誌
「現
代
人
」
に
連
載
さ
れ
た
そ
の
回
顧
録
「思
い
出
」
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
斬
新
な
時
代
感
覚
と
、
進
歩
的
な
社
会
事
業
思
想
に
基
づ
い
て
京
都
市
の
社
会
事
業
を
推
進
さ
れ
た
漆
葉
氏
は
、
同
時
に
そ
の
鋭
い
先
見
性
か
ら
、
昭
和
十
年
代
半
ば
か
ら
は
、
近
衛
文
麿
を
中
心
と
す
・る
「新
体
制
」
運
動
に
深
い
関
心
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
京
都
の
各
界
代
表
を
網
羅
し
た
「新
体
制
研
究
会
」
の
結
成
に
当
っ
て
、
主
動
的
、
中
心
的
な
役
割
り
を
果
さ
れ
た
。
そ
の
頃
の
漆
葉
氏
は
、
東
洋
思
想
家
・
陽
明
学
者
で
、
右
翼
活
動
家
と
も
近
い
と
み
ら
れ
、
戦
中
・
戦
後
に
わ
た
っ
て
、
歴
代
首
相
の
陰
の
指
南
番
と
さ
れ
て
い
た
安
岡
正
篤
の
思
想
に
深
く
傾
倒
し
て
い
た
。
こ
れ
は
当
時
京
都
府
社
会
課
職
員
と
し
て
、
し
ば
し
ば
京
都
市
当
局
者
と
事
務
上
の
連
絡
や
、
合
同
研
究
会
を
持
つ
な
ど
、
深
い
接
触
の
あ
っ
た
錦
織
剛
男
氏
は
じ
め
当
時
の
部
下
等
が
証
言
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
記
の
石
田
良
三
郎
氏
は
、
戦
後
の
市
政
民
主
化
へ
の
大
転
換
の
中
で
、
結
成
早
々
の
職
員
労
働
組
合
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
華
華
・し
く
市
政
に
復
帰
さ
れ
た
が
、
漆
葉
氏
の
復
帰
が
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
、
戦
時
中
の
同
氏
の
こ
の
よ
う
な
動
き
が
、
そ
の
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
も
ま
だ
四
十
六
才
と
い
う
働
き
盛
り
で
あ
っ
た
同
氏
が
、
市
政
の
中
枢
に
帰
り
咲
い
て
い
た
と
し
た
ら
、
京
都
市
政
は
全
く
別
の
展
開
を
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
同
氏
の
育
成
さ
れ
た
後
継
者
た
ち
が
、
戦
後
市
政
の
中
心
的
人
物
と
し
て
市
政
を
担
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
前
の
社
会
課
に
播
か
れ
た
種
子
は
立
派
に
実
を
結
ん
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
漆
葉
氏
が
指
導
し
て
行
わ
れ
た
数
々
の
京
都
市
の
社
会
調
査
一149一
は
、
最
近
復
刻
さ
れ
た
が
、
そ
の
問
題
意
識
の
斬
新
さ
に
お
い
て
ま
た
そ
の
計
画
・
手
法
の
綿
密
さ
に
お
い
て
、
我
が
国
の
戦
前
の
同
種
の
社
会
調
査
中
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
学
問
的
分
析
や
、
同
氏
に
よ
る
社
会
事
業
上
の
多
く
の
業
績
は
、
ま
だ
充
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
ら
は
戦
前
社
会
事
業
を
究
明
す
る
上
で
の
、
残
さ
れ
た
研
究
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
恒
川
先
生
が
京
都
市
民
生
行
政
で
活
躍
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
直
接
の
契
機
は
、
前
述
の
よ
う
に
大
橋
俊
有
先
生
の
ご
紹
介
で
あ
っ
た
が
、
漆
葉
氏
の
京
都
市
政
と
の
古
い
か
か
わ
り
や
、
同
氏
の
親
友
で
あ
ら
れ
た
秦
隆
真
先
生
、
塚
本
善
隆
先
生
な
ど
と
の
問
に
永
年
培
わ
れ
た
交
流
や
人
脈
が
、
大
き
な
機
縁
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
三
、
生
活
保
護
制
度
草
創
の
こ
ろ
敗
戦
後
の
社
会
的
混
乱
の
中
で
、
戦
災
・
外
地
か
ら
の
引
揚
・
復
員
・
軍
需
産
業
の
閉
鎖
等
に
よ
る
失
業
者
や
生
活
困
窮
者
の
大
量
発
生
は
、
社
会
秩
序
の
根
底
を
ゆ
る
が
す
ほ
ど
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
。
京
都
市
は
幸
い
大
規
模
な
戦
災
は
免
れ
た
が
、
他
都
市
か
ら
の
大
量
の
流
入
者
を
含
め
て
、
失
業
対
策
や
生
活
困
窮
者
の
救
済
援
護
の
緊
急
性
・
重
要
性
は
、
他
都
市
に
何
ら
劣
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
世
相
の
申
で
、
恒
川
先
生
が
昭
和
二
十
三
年
三
月
京
都
市
で
最
初
に
配
属
さ
れ
た
部
局
は
、
民
生
局
保
護
課
民
生
委
員
係
で
あ
っ
た
。
当
時
は
昭
和
三
年
に
成
立
し
、
同
七
年
に
施
行
さ
れ
た
救
護
法
に
替
わ
っ
て
、
昭
和
二
十
一
年
に
制
定
さ
れ
た
旧
生
活
保
護
法
の
時
代
で
あ
っ
た
。
同
法
施
行
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
救
護
法
に
お
け
る
補
助
機
関
で
あ
っ
た
方
面
委
員
は
、
民
生
委
員
令
(昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
四
二
八
号
)
に
よ
り
新
た
に
民
生
委
員
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
。
当
時
の
民
生
委
員
は
、
旧
生
活
保
護
法
の
実
施
に
当
っ
て
、
今
日
の
如
き
協
力
機
関
で
は
な
く
、
現
在
の
福
祉
事
務
所
に
お
け
る
社
会
福
祉
主
事
と
同
様
な
補
助
機
関
と
し
て
の
役
割
り
を
果
し
て
い
た
か
ら
、
そ
の
重
要
性
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
。
こ
の
重
要
な
制
度
が
、
行
政
立
法
で
あ
る
勅
令
の
ま
ま
で
存
続
す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
、
と
い
う
見
地
か
ら
、
新
た
に
民
生
委
員
法
が
制
定
さ
れ
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
恒
川
先
生
は
ま
さ
に
そ
の
直
前
に
、
こ
の
制
度
の
変
革
期
に
先
立
っ
て
、
民
生
委
員
関
係
の
事
務
を
担
一150一
当
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
五
年
に
社
会
福
祉
主
事
の
制
度
が
創
設
さ
れ
る
ま
で
は
、
生
活
保
護
は
民
生
委
員
を
補
助
機
関
と
し
て
、
民
生
委
員
事
務
所
に
お
い
て
所
管
さ
れ
て
い
た
。
恒
川
先
生
は
当
初
こ
の
民
生
委
員
の
連
合
組
織
の
事
務
嘱
託
の
形
で
京
都
市
に
入
ら
れ
、
そ
の
後
間
も
な
く
正
規
職
員
に
採
用
さ
れ
た
。
保
護
課
民
生
委
員
係
は
、
従
っ
て
生
活
保
護
制
度
運
用
の
要
(
か
な
め
)
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
新
し
い
民
生
委
員
法
に
よ
る
民
生
委
員
選
出
の
た
め
の
機
関
で
あ
る
京
都
市
民
生
委
員
推
薦
委
員
会
の
委
員
に
は
、
後
に
佛
教
大
学
の
初
代
社
会
学
部
長
を
勤
め
ら
れ
た
秦
隆
直
先
生
が
就
任
し
て
お
ら
れ
た
。
恒
川
先
生
が
京
都
市
を
定
年
退
職
後
、
昭
和
四
十
四
年
に
佛
教
大
学
社
会
福
祉
学
科
教
授
に
就
任
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
両
先
生
の
古
く
か
ら
の
ご
交
際
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
二
十
五
年
に
は
旧
生
活
保
護
法
が
全
面
改
正
さ
れ
、
現
行
の
生
活
保
護
法
が
制
定
さ
れ
た
。
新
法
に
よ
る
生
活
保
護
運
営
の
中
心
と
な
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
や
市
長
の
補
助
機
関
で
あ
る
有
給
の
専
門
吏
員
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
社
会
福
祉
主
事
の
設
置
が
、
当
初
は
単
独
法
に
よ
り
、
の
ち
社
会
福
祉
事
業
法
に
吸
収
さ
れ
て
、
法
的
に
制
度
化
さ
れ
た
。
社
会
福
祉
主
事
の
有
資
格
者
を
充
足
す
る
た
め
、
各
地
方
自
治
体
は
、
旧
制
大
学
、
高
専
や
新
制
大
学
卒
業
者
を
多
数
内
部
で
配
置
変
え
し
た
り
、
新
規
に
採
用
し
た
の
で
、
民
生
当
局
は
、
比
較
的
高
学
歴
者
を
多
数
擁
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
恒
川
先
生
は
昭
和
二
十
六
年
に
は
民
正
局
指
導
課
に
移
ら
れ
、
同
二
十
七
年
三
月
に
は
保
護
課
指
導
係
長
に
昇
任
し
て
お
ら
れ
る
。
旧
制
大
学
卒
業
者
が
必
ず
し
も
少
な
く
な
か
っ
た
民
生
局
の
中
で
も
、
恒
川
先
生
が
い
ち
早
く
新
し
い
生
活
保
護
や
民
生
委
員
制
度
を
全
面
的
に
マ
ス
タ
ー
さ
れ
、
こ
の
領
域
の
第
一
人
者
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
早
い
昇
進
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
先
生
の
部
下
職
員
に
対
す
る
ご
指
導
は
、
大
変
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
日
で
も
旧
部
下
の
問
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
生
先
が
新
旧
の
生
活
保
護
制
度
等
に
精
通
し
て
お
ら
れ
、
そ
れ
に
引
き
か
え
て
部
下
の
不
勉
強
ぶ
り
に
、
い
つ
も
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
物
事
を
表
面
的
・
一
方
的
に
見
る
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
見
地
や
角
度
か
ら
、
仔
細
に
点
検
さ
れ
る
の
が
先
生
の
思
考
方
法
で
あ
っ
た
。
「も
っ
と
別
の
見
方
は
な
い
か
P
」
と
い
う
先
生
一151一
の
問
い
か
け
に
、
新
し
い
も
の
の
見
方
を
教
え
ら
れ
た
、
と
い
う
部
下
は
す
く
な
く
な
か
っ
た
。
厳
し
さ
と
と
も
に
、
一
方
で
は
公
私
に
わ
た
っ
て
、
よ
く
部
下
の
面
倒
を
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
先
生
が
佛
門
修
行
の
中
で
の
師
と
弟
子
と
の
関
係
に
近
い
も
の
を
、
行
政
に
お
け
る
人
間
関
係
の
中
に
も
生
か
そ
う
、
と
い
う
お
気
持
ち
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
、
ま
た
先
生
ご
自
身
が
、
先
輩
・
上
司
の
有
難
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
て
お
ら
れ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
先
生
の
生
活
保
護
に
関
す
る
ご
学
殖
の
一
端
は
、
大
学
に
移
ら
れ
て
早
々
に
書
か
れ
た
社
会
学
論
叢
第
二
号
所
収
の
論
文
「
生
活
保
護
法
に
お
け
る
補
足
性
の
一
考
察
l
I
特
に
行
政
的
立
場
よ
り
」
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
の
意
義
や
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
そ
の
中
に
流
れ
て
い
る
先
生
の
要
保
護
者
に
対
す
る
温
い
理
解
と
共
感
、
行
政
責
任
者
と
し
て
痛
感
さ
れ
た
国
の
画
一
的
な
指
導
と
現
場
と
の
矛
盾
、
福
祉
事
務
所
の
民
主
的
な
運
営
を
図
る
た
め
の
民
間
人
の
参
画
の
提
言
な
ど
は
、
宗
教
人
で
も
あ
り
、
か
つ
民
生
行
政
の
実
務
と
理
論
に
精
通
さ
れ
た
先
生
で
な
く
し
て
は
な
し
得
な
い
深
く
行
届
い
た
考
察
の
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
四
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て
今
日
の
社
会
が
当
面
し
て
い
る
重
要
課
題
の
一
つ
は
、
今
後
の
人
口
の
高
齢
化
へ
の
対
処
で
あ
る
が
、
京
都
市
で
は
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
を
先
取
り
し
た
形
で
、
す
で
に
昭
和
三
十
二
年
度
か
ら
、
市
独
自
の
施
策
と
し
て
、
「老
人
憩
い
の
家
」
を
、
主
と
し
て
寺
院
関
係
の
協
力
の
下
に
、
市
内
各
所
に
設
置
す
る
計
画
を
立
て
、
初
年
度
は
知
恩
院
山
内
先
求
院
に
そ
の
第
一
号
を
昭
和
三
十
lil年
1
月
開
設
し
た
。
こ
れ
は
戦
後
次
第
に
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
拡
大
や
、
核
家
族
化
の
状
況
に
対
応
し
て
、
高
齢
市
民
が
気
軽
に
日
中
を
過
せ
る
場
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
憩
い
の
家
」
は
恒
川
先
生
が
京
都
市
を
退
職
さ
れ
た
昭
和
四
十
三
年
三
月
末
に
は
、
九
ケ
所
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
日
常
生
活
圏
で
あ
る
歩
い
て
行
け
る
距
離
に
、
も
っ
と
こ
の
種
の
施
設
が
ほ
し
い
、
と
い
う
市
民
の
要
望
は
、
ま
だ
極
め
て
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
恒
川
先
生
は
京
都
市
ご
退
職
の
翌
年
三
月
、
ご
自
坊
称
念
寺
を
「西
院
老
人
憩
い
の
家
」
と
し
て
開
放
さ
れ
、
近
隣
の
高
齢
者
の
一152一
余
暇
活
動
や
人
生
相
談
の
場
と
し
て
、
ご
令
室
は
じ
め
ご
家
族
ぐ
る
み
で
、
そ
の
運
営
に
当
っ
て
こ
ら
れ
た
。
こ
の
「憩
い
の
家
」
は
、
先
生
没
後
の
現
在
も
地
域
の
高
齢
者
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。
生
活
保
護
行
政
へ
の
貢
献
が
、
先
生
の
京
都
市
ご
在
職
中
の
特
筆
す
べ
き
ご
業
績
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
「憩
い
の
家
」
を
含
め
て
、
老
人
福
祉
の
面
で
京
都
市
が
先
生
に
何
か
と
ご
指
導
や
ご
協
力
を
頂
い
た
の
は
、
主
と
し
て
先
生
が
佛
教
大
学
へ
移
ら
れ
て
か
ら
後
の
こ
と
で
あ
る
。
将
来
社
会
に
お
け
る
高
齢
者
問
題
の
重
要
性
が
次
第
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
老
人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
八
年
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
伴
っ
て
従
来
生
活
保
護
法
に
基
づ
い
て
い
た
養
老
施
設
が
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
と
名
称
を
変
更
し
て
、
老
人
福
祉
施
設
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど
以
外
に
は
、
こ
れ
と
い
う
目
新
ら
し
い
施
策
は
な
か
っ
た
。
先
生
が
市
を
退
か
れ
た
昭
和
四
十
三
年
当
時
に
な
っ
て
も
、
こ
の
事
情
は
あ
ま
り
変
ら
ず
、
各
福
祉
事
務
所
に
お
け
る
主
要
業
務
は
、
依
然
と
し
て
生
活
保
護
行
政
で
あ
っ
た
。
老
人
福
祉
に
関
し
て
、
新
し
い
各
種
の
具
体
的
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
の
は
、
昭
和
四
十
年
代
も
終
り
に
近
く
な
っ
て
か
ら
で
、
例
え
ば
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
老
人
医
療
費
の
無
料
化
な
ど
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
と
前
後
し
て
、
各
地
方
自
治
体
は
、
い
わ
ゆ
る
老
人
の
生
き
が
い
対
策
を
中
心
と
し
て
、
次
々
と
独
自
の
高
齢
者
対
策
を
企
画
実
施
し
始
め
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
京
都
市
で
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
の
は
、
敬
老
乗
車
証
の
交
付
、
老
人
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
園
芸
ひ
ろ
ば
、
老
人
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
各
種
の
教
養
趣
味
講
座
の
開
設
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
と
も
に
、
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
開
講
さ
れ
た
「京
都
市
老
人
大
学
」
は
、
今
日
そ
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
生
涯
教
育
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
、
高
齢
市
民
の
旺
盛
な
学
習
意
欲
に
支
え
ら
れ
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
は
発
表
早
々
市
民
の
大
き
な
関
心
と
反
響
を
呼
び
、
百
名
の
募
集
定
員
に
対
し
て
約
九
百
名
の
希
望
者
が
あ
り
、
公
開
抽
選
で
受
講
者
を
決
め
る
、
と
い
う
盛
況
で
あ
っ
た
。
初
年
度
は
京
都
市
と
佛
教
大
学
の
共
催
に
よ
り
、
本
学
を
会
場
と
し
て
年
二
回
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
次
年
度
以
降
も
受
講
希
望
者
が
あ
ま
り
に
多
か
っ
た
の
で
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
は
、
本
学
で
年
二
回
、
龍
谷
大
学
で
二
回
、
計
四
回
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
一153一
和
五
十
七
年
度
ま
で
続
い
た
こ
の
事
業
は
計
三
十
八
回
、
受
講
者
約
六
千
人
に
及
び
、
そ
の
内
本
学
で
開
催
さ
れ
た
の
は
計
二
十
回
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
の
推
進
に
当
っ
て
、
恒
川
先
生
は
京
都
市
老
人
福
祉
行
政
担
当
者
の
要
請
を
快
よ
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
指
導
と
協
力
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
。
毎
回
開
講
・
閉
講
の
ご
挨
拶
や
、
ご
講
義
を
担
当
さ
れ
た
先
生
の
温
容
と
学
識
は
、
受
講
者
に
限
り
な
い
、親
し
み
と
尊
敬
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
事
業
で
最
も
頭
を
悩
ま
す
の
は
、
テ
ー
マ
の
選
定
や
そ
の
内
容
と
と
も
に
、
出
講
者
へ
の
依
頼
と
相
互
の
日
程
の
調
整
な
ど
で
あ
る
。
恒
川
先
生
の
学
内
外
に
お
け
る
幅
広
い
交
友
関
係
や
、
佛
教
か
ら
社
会
科
学
に
わ
た
る
広
い
ご
学
殖
は
、
ま
さ
に
こ
う
い
っ
た
企
画
の
総
括
者
と
し
て
最
適
任
で
あ
っ
た
。
先
生
の
卓
抜
な
指
導
力
と
企
画
力
な
し
に
は
、
こ
の
計
画
の
成
果
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
る
べ
く
多
く
の
市
民
に
参
加
機
会
を
拡
げ
る
た
め
、
受
講
は
そ
の
都
度
名
簿
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
一
回
限
り
と
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
は
佛
教
大
学
に
お
い
て
は
専
門
コ
ー
ス
、
龍
谷
大
学
に
お
い
て
は
教
養
コ
ー
ス
と
、
そ
れ
ぞ
れ
分
担
を
定
め
、
双
方
を
一
回
つ
つ
受
講
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
希
望
者
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
学
に
お
い
て
は
六
日
間
、
十
二
時
間
の
講
座
の
う
ち
、
そ
の
約
半
分
を
学
内
の
先
生
方
に
、
残
り
を
学
外
の
講
師
に
お
願
い
し
、
毎
回
歴
史
・
宗
教
・
文
学
・
人
生
論
な
ど
の
共
通
テ
ー
マ
の
下
に
、
高
度
な
内
容
を
平
易
に
、
と
い
う
方
針
に
基
づ
い
て
、
受
講
者
の
旺
ん
な
知
識
欲
に
応
え
好
評
を
博
し
て
き
た
。
昭
和
五
十
年
代
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
京
都
市
社
会
教
育
セ
ソ
タ
ー
の
完
成
に
よ
る
シ
ル
バ
ー
講
座
の
開
講
そ
の
他
、
高
齢
者
の
た
め
の
各
種
の
教
養
・
趣
味
講
座
が
、
公
私
の
主
催
団
体
に
よ
り
数
多
く
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
学
で
も
昭
和
五
十
九
年
秋
か
ら
は
四
条
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
り
、
広
く
市
民
の
生
涯
学
習
へ
の
意
欲
に
応
え
ら
れ
る
見
通
し
が
で
き
た
、
な
ど
の
状
況
に
よ
っ
て
、
老
人
大
学
は
昭
和
五
十
七
年
度
を
以
て
十
年
間
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
事
業
は
、
大
学
の
市
民
へ
の
初
め
て
の
大
規
模
な
開
放
、
と
い
う
点
で
大
き
な
意
義
が
あ
り
、
多
く
の
市
民
に
佛
教
大
学
へ
の
親
し
み
と
理
解
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
私
自
身
も
本
学
に
お
世
話
に
な
っ
て
か
ら
は
、
老
人
大
学
の
一154一
運
営
に
つ
い
て
恒
川
先
生
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
先
生
の
ご
意
向
を
受
け
て
学
内
外
の
先
生
方
に
出
講
の
お
願
い
に
参
上
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
幸
い
先
生
の
ご
人
徳
に
よ
り
、
ど
な
た
に
も
快
く
お
引
受
け
を
頂
き
、
本
学
で
の
老
人
大
学
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
今
も
っ
て
感
謝
に
た
え
な
い
。
五
、
お
わ
り
に
恒
川
先
生
が
各
方
面
に
残
さ
れ
た
こ
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
語
り
尽
さ
れ
て
い
な
い
が
、
と
く
に
社
会
福
祉
の
実
践
に
関
し
て
は
、
市
役
所
ご
退
職
後
務
め
ら
れ
た
、
浄
土
宗
立
養
護
施
設
平
安
養
育
院
の
院
長
と
し
て
の
お
仕
事
な
ど
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
前
述
の
漆
葉
見
龍
氏
が
、
院
長
ご
在
任
中
の
昭
和
四
十
五
年
に
急
逝
さ
れ
た
後
任
と
し
て
そ
の
職
に
就
か
れ
た
も
の
で
、
こ
こ
に
も
浄
土
宗
社
会
事
業
を
通
じ
て
の
先
駆
者
・
開
拓
者
と
、
そ
の
よ
き
後
継
者
と
の
不
思
議
な
ご
縁
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
院
長
ご
在
任
期
間
は
二
年
足
ら
ず
と
短
か
か
っ
た
が
、
養
育
院
の
児
童
た
ち
に
と
っ
て
、
先
生
の
温
顔
は
慈
父
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
映
じ
た
で
あ
ろ
う
。
社
会
福
祉
に
お
け
る
理
論
と
実
践
は
車
の
両
輪
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
常
に
相
互
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
進
展
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
恒
川
先
生
の
よ
う
に
社
会
福
祉
現
場
に
お
け
る
実
践
と
、
行
政
面
で
の
貴
重
な
経
験
と
、
さ
ら
に
大
学
に
お
け
る
研
究
・
教
育
の
業
績
の
各
々
を
一
身
に
兼
ね
具
え
ら
れ
た
例
は
稀
れ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
恒
川
先
生
が
そ
れ
ま
で
前
後
五
年
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
た
本
学
社
会
福
祉
学
科
の
学
科
主
任
を
自
か
ら
辞
さ
れ
、
同
時
に
専
任
教
授
を
退
い
て
嘱
託
教
授
と
な
ら
れ
た
の
は
、
満
六
十
八
才
を
迎
え
ら
れ
る
に
ま
だ
数
ヶ
月
を
余
す
昭
和
五
十
六
年
三
月
末
で
あ
っ
た
。
本
学
で
は
満
七
十
才
ま
で
の
在
任
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
年
号
が
大
正
に
改
ま
っ
た
早
々
に
、
こ
の
世
に
生
を
享
け
ら
れ
た
先
生
は
、
大
正
デ
モ
ク
rラ
シ
ー
の
思
潮
、
昭
和
の
大
恐
慌
・
大
量
失
業
、
社
会
主
義
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
思
想
、
軍
国
主
義
、
戦
後
の
民
主
々
義
と
、
変
転
極
ま
り
な
い
激
動
の
中
を
生
き
て
こ
ら
れ
た
。
人
は
す
べ
て
時
代
の
子
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
い
っ
た
時
代
の
中
で
の
ご
幼
少
か
ら
の
佛
門
修
行
一155一
や
、
大
学
を
終
え
ら
れ
て
か
ら
の
軍
隊
生
活
は
、
先
生
の
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
先
生
が
定
年
前
に
大
学
を
退
か
れ
た
理
由
は
計
り
が
た
い
が
こ
れ
ら
の
人
生
体
験
や
思
想
の
遍
歴
を
弁
証
法
的
に
止
揚
し
て
、
先
生
ご
自
身
の
人
生
観
や
世
界
像
を
確
立
し
、
ま
た
ご
自
身
の
社
会
福
祉
観
を
体
系
化
さ
れ
る
に
は
、
暫
く
大
学
の
激
務
か
ら
開
放
さ
れ
た
時
間
が
ほ
し
い
、
と
い
う
の
が
先
生
の
お
気
持
ち
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
ろ
私
た
ち
に
よ
く
い
わ
れ
て
い
た
の
は
、
も
う
す
こ
し
自
分
の
勉
強
を
し
た
い
、
と
い
う
お
言
葉
で
あ
っ
た
。
先
生
は
こ
修
業
中
の
こ
と
も
、
又
軍
隊
経
験
に
つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
私
た
ち
は
そ
れ
ら
の
こ
体
験
が
、
先
生
の
強
靭
な
精
神
と
身
体
を
作
り
上
げ
た
と
拝
察
し
て
い
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
先
生
は
、
専
任
教
授
を
退
か
れ
る
直
前
ま
で
、
ご
自
身
の
ご
健
康
に
つ
い
て
思
い
煩
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
口
に
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
急
逝
さ
れ
る
直
前
に
「
く
ら
し
の
な
か
の
仏
教
」
に
書
か
れ
た
「私
の
な
や
み
」
と
題
す
る
随
筆
に
は
、
人
間
ド
ッ
ク
に
初
め
て
入
ら
れ
て
か
ら
の
、
先
生
の
生
命
に
つ
い
て
の
思
索
が
、
佛
教
者
と
し
て
の
見
地
か
ら
卒
直
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
「
唱
礼
弥
陀
宝
号
を
称
え
る
こ
と
が
、
い
つ
の
間
に
か
楽
し
い
時
聞
と
な
っ
て
き
た
。
」
と
勤
行
礼
拝
の
中
に
安
心
立
命
を
見
出
し
て
お
ら
れ
る
。
先
生
は
、
専
任
教
授
を
退
か
れ
て
後
も
留
任
を
引
受
け
ら
れ
た
現
職
の
佛
教
社
会
事
業
研
究
所
長
と
し
て
、
そ
の
職
場
で
あ
る
研
究
所
室
内
で
、
し
か
も
先
生
が
永
年
専
門
と
さ
れ
て
い
た
「社
会
福
祉
行
政
」
の
ご
講
義
に
出
か
け
ら
れ
る
直
前
に
、
卒
然
と
し
て
逝
か
れ
た
。
先
生
の
ご
急
逝
は
誠
に
残
念
で
あ
り
、
も
っ
と
も
っ
と
学
問
や
人
生
に
つ
い
て
ご
教
示
を
頂
き
た
か
っ
た
、
と
い
う
嘆
き
を
禁
じ
え
な
い
。
先
生
が
念
願
し
て
お
ら
れ
た
社
会
福
祉
の
進
展
と
、
社
会
福
祉
の
理
論
と
実
践
の
統
合
に
向
け
て
、
一
歩
つ
つ
で
も
近
づ
く
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
、
残
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
務
め
で
あ
る
と
思
う
。
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